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　奥川松峯集落東側の峠道を登った鞍
あん

部
ぶ

に「とうば様」と呼

ばれる場所があります。ここの小さな広場は、子どもたちの

遊び場・公園・村人の憩いの場として親しまれてきました。

　その傍らに 10 基ほどのさまざまな古碑があります。その

中の１つに、高さ約 120cm、幅 35 ～ 38cm 程の碑があり

ます。今では風化が進み、表面の文字はほとんど判読できま

せんが、記録から「諸
しょ

国
こく

六
ろく

十
じゅうろくぶ

六部巡
じゅんれいく

礼供養
よう

塔
とう

」と彫られてい

たことが判っています。今でも建立年の「享保六年（1721）

辛丑天七月十八日」の文字は判読できます。町内ではあまり

例のみない碑だと思われます。「六十六部」（または「六
ろく

部
ぶ

」）
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今
月
は
、
４
月
８
日
に
行
わ
れ

た
令
和
４
年
度
西
会
津
高
校
入
学

式
よ
り
。
６
〜
７
㌻
で
各
学
校
の

入
学
式
と
こ
ゆ
り
こ
ど
も
園
の
入

園
式
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
ま

す
。
ご
入
学
・
ご
入
園
し
た
皆
さ

ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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こ
れ
ま
で
広
報
に
し
あ
い
づ
は

冊
子
で
の
発
行
の
ほ
か
に
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
、
多

く
の
皆
さ
ん
に
ご
覧
い
た
だ
い
て

い
ま
し
た
。
こ
の
度
、
電
子
書
籍

版
と
し
て
の
公
開
も
新
た
に
開
始

し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
も

さ
ら
に
見
や
す
く
閲
覧
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
１
人
で
も
多
く
の
皆

さ
ん
に
広
報
に
し
あ
い
づ
を
見
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な

発
信
方
法
を
活
用
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。（
秦
）
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文：矢部  征男

松峯「とうば様」の古碑

とは、法華経を 66 部写した僧が全国 66 カ所の霊場に一部

ずつ納めた行
あんぎゃ

脚僧
そう

をいいますが、仏像を背負い全国を行脚す

る「廻
かい

国
こく

聖
ひじり

」をも「六部」と呼ばれています。

　松峯に遺るこの碑は、この廻国聖に教化されて（結
けち

縁
えん

）、「六

部」となった矢部佐太郎という村人によって建立されたもの

と考えられます。それは享保７年（1722）、近くの菩
ぼ

提
だい

寺
じ

に

寄進された殿鐘の銘に「松峯村六部矢部佐太郎」の名がみえ

ることからも推察できます。村の若者にとって外部からもた

らされる情報・考えは新鮮であり、刺激的で、奮い立つもの

があったであろうことが推測されます。

　また、この峠路は山三郷・喜多方地域と津川河湊を結ぶ古

道でもあり、多くの人馬が往来したものと思われます。松の根元に２基の小さな「廻国供養塔」があり、

そこには「文政十一年（1828）  施主和右衛門  妻  初」の文字がみられます。不幸にも旅の途中で命を落

とした人の供養のため建立したのでしょうか。大正４年（1915）６月には茨城県牛久出身の画家小川芋
う

銭
せん

が玉木玄琢・田代蘇陽・岩田圭一郎ら地元名士との万治峠行の際もこの古道を通ったといわれています。
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